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自然数 についてその約数の和を であらわす

素数 と整数 に対して

定義 が素数のとき を底

平行移動 の狭義の 超完全数という

はユークリッド完全数の一般化である

とおくと

によって

より

解 を底が素数 平行移動 の広義の超完全数

という



計算例 底 のとき方程式は

指数

解は の形で正規形 型解 これに限るか



解は に限るか 型解という



解は の形で正規形 の形で第 正規形 型解

異形の解

これに限るか



なら

なら

なら



先行研究 年に は自然数 に関

して を満たすとき を

と呼んだ

本研究では は素数であり さらに平行移動を考

えている



究極の完全数

を素数とし 整数 に関して が素数 のとき

を だけ平行移動した底が の狭義の究極の完全

数と呼ぶ 次式が成り立つ

ここで は の最大素因子を指している

この式を満たす を だけ平行移動した底が の広義の

究極の完全数と呼ぶ

のときが元祖完全数
のときの究極の完全数

素因数分解



完全数の数学的意味づけ

完全数 に注意して とおく

の解には素数 でかける解 がある これを通常解 ま

たは 型解という

これを一般化しよう

について 型解 があるとする

定数 があり解 互いに素 があるとすると

を満たす

は完全数

これによって完全数の数学的意味づけがえられた



究極の完全数の 型解

平行移動 の究極の完全数の方程式において 型解

があるとする

定理 定数 があり解 があると仮定する は無

数にある素数

そのとき解 は底が素数 の超完全数

となる



を使って

でまとめると

さて の係数を とおくと および



型解 があるとする すなわち定数 があり解 を

満たすとき は底 の広義の超完全数となる

の解 は正規形 素数 と

仮定する 正規形仮説

素数 となるので とおくと

によって



数学の研究をはじめよう 年 現代数学社


